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全
国
簡
易
水
道
協
議
会
が
厚
生
労
働
省
水
道
課
の
後
援
を
得
て
、

昭
和
４２
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
き
た
水
道
実
務
指
導
者
研

究
集
会
が
冷
作
に
‐４０
回
旧
陸
剛
院
る

。
同
研
究
集
会
は
水
道
事
業
体
等
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
担
当
者
の
研
究
討
議
の
場
と
し

て
、

毎
回
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

多
岐
に
わ
た
る
講
師
に
よ
り
、

情
報

・
知
識
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の

テ
ー
マ
は

「体
道
摩
撲
め
匹
橋
協
圏
降
ぼ

て
、

員
柄
泰
基
北
海
道
大
大
学
院
特
任
教
授
の
講
演
を
は
じ
め
、

店
柄
加
腕
炒
胸
――
，

ハ
ル
ゎ
防
拘
践
Ｒ
ン
世
バ
ン
代
俵
ゃ
浦
上
逸
男
日
本
紫
外
線
水
処
理
技
術
協
会
事
務
局
長
ら
水
道
産
業
界
か
ら
の
講
演
が
あ
る
。

４０
回
目
の
開
催
を
記
念
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
集
会
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

員
柄
教
授
に
簡
易
水
道
が
果
た
す
べ
き
役
割
と

今
後
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
た
だ
い
た
。

印諷C知識②褒溢の場

全国簡易水道協議会事務局長 若 秘ヽ :五1ギ者

水
道
実
務
指
導
者
研
究
集
会

は
、

水
道
行
政
な
ら
び
に
水
道

事
業
体
の
指
導
的
立
場
に
あ
る

担
当
者
の
研
究
討
議
の
場
と
し

て
、

昭
和
４２
年
か
ら
毎
年
開
催

し
、

今
年
で
４０
回
目
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
の

中
小
規
模
水
道
事
業
体
の
充
実

・
発
展
に
長
年
に
わ
た

っ
て
寄

与
し
、

水
道
事
業
で
の
経
営
、

技
術
、

運
営
に
関
す
る
有
意
義

な
情
報

・
知
識
の
交
流
と
も
な

り
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

第
１
回
は
昭
和
４２
年

（１
９

６
７
年
）
１１
月
、

東
京

・
芝
白

金
台
の
国
立
公
衆
衛
生
院

（
現

・
国
立
保
健
医
療
科
学
院
）
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
水

道
普
及
率
は
７４

・
７
％
。

水
道

普
及
半
ば
で
し
た
が
、

今
日
て

は
９７

・
２
％
て
高
普
及
に
な

っ

て
い
ま
す
。

講
演
テ
ー

マ
は
、

水
道
の
普
及
向
上
の
た
め
の
計

画

・
建
設
論
が
あ
る

一
方
、

維

持
管
理
の
指
導
、

集
中
管
理
な

ど
、

今
日
の
課
題
で
も
あ
る
テ

ー
マ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
テ
ー

マ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、

講
師
も
当
初
か
ら
そ
う

そ
う
た
る
方
々
て
、

こ
の
点
は

本
研
究
集
会
の
特
色
の

一
つ
で

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

水
道
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、

水
に
関
連
す
る

一
般
的

な
話
題
も
取
り
入
れ
、

出
席
の

方
々
に
知
識
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
つ
も

り
で
す
。

講
演
内
容
は
適
宜
、

当
協
議

会
発
行
月
刊
誌

「水
道
」
に
掲

載
し
、

講
演
で
聞
き
漏
ら
し
た

時
や
研
究
集
会
に
出
席
で
き
な

か

っ
た
場
合
の
み
な
ら
ず
、

ま

た
広
く
お
読
み
い
た
だ
き
活
用

し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
の
研
究
集
会
の
時

は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
翌
年

で
あ
り
、

震
災
対
策
の
重
要
性

か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
実
施
し
た
こ
と
が
あ

り
、

こ
れ
か
ら
も
適
宜
、

実
施

す
る
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。少

し
前
ま
で
は
、

地
方
か
ら

来
ら
れ
る
方
々
の
交
通
の
便
を

考
え
、

東
京
以
外
て
地
方
研
修

会
を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

最
近
は
、

事
務
局
の
時
間

的
余
裕
が
な
い
こ
と
や
経
費
節

減
も
あ

っ
て
行

っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
…
…
。

本
研
究
集
会
は
当
協
議
会
事

務
局
、

全
国
市
町
村
水
道
機
材

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
全
国
町
村
会

館
の
ホ
ー

ル
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

機
材
セ
ン
タ
ー
は
全
国

唯

一
の
常
設
の
水
道
資
機
材
展

示
場
で
あ
り
、

優
良
企
業
各
社

の
最
新
技
術

・
製
品
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。

水
道
関
係
の
み

な
ら
ず
、　

一
般
の
方
々
に
も
む

来
場
い
た
だ
き
、

好
評
を
得
て

お
り
ま
す
が
、

研
究
集
会
の
時

に
は
講
演
だ
け
て
な
く
、

実
物

の
水
道
管
、

設
備
を
見
て
水
道

技
術
に
つ
い
て
も
研
修
い
た
だ

け
れ
ば
と
、

説
明
会
を
併
催
し

て
い
る
の
も
特
色
で
す
。

ま
た
、

機
材
セ
ン
タ
ー
に
は

水
道
関
係
の
調
査
資
料

・
報
告

第40回水道実務指導者研究集会開催日程
第1 日 3 月4 日 ( 火)

書
、

研
修
用

の
水
道
普
乃

と
水
」
も
〉

休
憩
ス
ペ
ー

で
、

金
利
日

思
い
ま
す
。

本
研
究
生

管
理
技
士
巻

講
習
会
て
、

開会挨拶 全国簡易水道協議会

事務局長      若 松 五常

9150～ 11 水道行政の課題と取組み

～今後における水道水質管理について

厚生労働省健康局水道課

水道水質管理室長

水道水質管理官    滝 村 朗

11:20～ 12:40 環境問題と水道

～地球温暖化と水道

長崎大学

環境科学部教授・

副学部長      早 瀬 隆 司

12:40～ 14:00 昼食/説明会①=於 :全国市町村水道機材センター内 (全国町村会館西館2階)

最近の水道資機材の動向・説明会

14,00～ 15:20 グローバル水ビジネスの現状

そして水道の夫菜は
独 シ戯 五え難
代表        吉 村 和就

15130～ 16:50 3年間に2度の震災を経験して

～中越。中越沖地震の教司1と地震対策

新潟県

福祉保健部生活衛生課

目1参事       渡 辺 一郎

舞 11と言3

人

生

水
道
の
普
及
率
は
９７
％
に
達

し
、

実
質
的
に
全
て
の
国
民
が

衛
生
的
な
水
を
確
保
て
き
る
よ

う
に
な

っ
た
。

水
道
と
下
水
道

が
都
市
基
盤
施
設
と
し
て
共
範

な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

水
道
に
よ

っ
て
供

給
さ
れ
た
水
は
、

ほ
ぼ
同
量
の

排
水
と
な

っ
て
排
出
さ
れ
、

生

や
、

中
山
間
部
を
お
そ

っ
た
中

越
地
震
て
、

地
域
住
民
の
緊
喫

な
要
望
が
電
力
と
水
道
で
あ

っ

た
よ
う
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
の
水
道
の
役
割
が
認
識
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま

た
、

家
庭
生
活
て
の
水
道
水
の

利
用
形
態
と
は
異
な
り
、

水
道

水
が
空
気
調
和
用
水
と
し
て
利

し
、

約
４
万
人
の
人
々
が
死
亡

し
た
。

江
戸
の
住
民
の
お
お
よ

そ
３０
人
に
１
人
が
死
亡
し
た
こ

と
に
な
り
、

ま
さ
に
、

未
防
備

な
人
口
周
密
地
域
で
の
消
化
器

感
染
症
の
猛
威
を
た
び
た
び
経

験
し
た
の
で
あ
る
。

開
国
に
伴
い
国
際
的
な
窓
口

と
し
て
新
た
に
整
備
さ
れ
た
横

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

わ
が
国
最

初
の
水
道
が
１
８
８
７
年
に
横

浜
市
で
、

ア
ー
ノ
ル
ド

・
パ
ー

マ
ー
の
指
導
の
も
と
て
、

全
て

の
資
機
材
を
英
国
か
ら
輸
入
し

て
、

緩
速
ろ
過
し
た
浄
水
を
圧

力
管
て
送
水
す
る
と
い
う
今
日

の
水
道
と
同
じ
形
態
の
、

い
わ

ゆ
る
近
代
水
道
が
始
ま

っ
た
の

化
、

そ
し
て
極
め
て
低
い
栄
養

水
準
は
感
染
症
の
猛
威
を
経
験

さ
せ
た
。

明
治
開
国
に
次
ぐ
第

２
の
開
国
と
も
い
え
、

未
防
備

な
国
土
は
新
興

。
再
興
感
染
症

に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
１

９
４
５
年
に
占
領
軍
総
司
令
部

は
戦
地
に
お
け
る
衛
生
基
準
で

な
ら
な
い
」
と
定
め
た
。

ま
さ
　
え
、

大
き
キ

に
当
時
の
社
会
的
な
関
心
事
が
　
選
択
の
転
」

感
染
症
対
策
で
あ
る
ほ
ど
、

衛
　
ル
に
入

っ
ヤ

生
的
な
水
道
水
の
供
給
と
屎
尿
　
　
水
道
施
一

の
衛
生
処
理
等
が
急
務
て
あ

っ
　
ま
ま
何
の
一

た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

　

し
て
使
用
ヽ

水
道
法
は
１
９
５
７
年
に
制
　
て
そ
の
機
す

定
さ
れ
、

そ
の
第
１
条
て
、

「水
　
な
る
の
は
い

道
の
布
設
及
び
管
理
を
適
正
か
　
能
を
維
持
一

べ

ｒ
あ
才″
Ｄ

ｏ
　
　
ノ

い
　

ノ
、



第4‐0回水道業務指導者碗究集会1開催日程

●第1日目・3月4日 (火曜日)

賠■■|1闘 所要時間 議 演 内 容 議■|‐1師

0:05 開会挨拶
全国簡易水道協議会

事務局長    若 松 五 常

9 : 5 0～ 1 1 : 1 0

引征亜休弱ト

1 1 : 2 0～ 1 2 : 4 0

1:20

①
水道行政の課題と取り組み
一今後における水道水質管理について

厚生労働省健康局水道課

水道水質管理室長

水道水質管理官 滝 村  朗

1:20

②
環境問題と水道
一地球温暖化と水道

長崎大学

環境科学部教授

副学部長    早 瀬 隆 司

12:40～ 14:00 1:20
昼 食 /説 明会①=於 :全国市町村水道機材センター内(全国町村会館函館2F)
最近の水道資機材の動向・説明会

1 4 : 0 0～ 1 5 : 2 0

拒 亜 画
卜

15 : 3 0～ 1 6 : 5 0

1:20

③
グ回―バル水ビジネスの現状

そして水道の未来は

グローバルウォーター・ジャパン

代表      吉 村 和 就

1:20

④

3年間に2度の震災を経験して
一中越・中越沖地震の教訓と地震対策

新潟県

福祉保健部生活衛生課

副参事     渡 辺 一 郎

●第2日目 ・3月5日 (水曜日)

コ書■‐■1闘 所要時間| 議 凝 内 容 講■■師

10:00～ 10:40

」
〔

0:10 休 憩
D卜

10 : 5 0～ 1 2 : 1 0

0:40
水道における紫外線処理設備の概要  ⑤
一導入事例・JWRC技 術審査基準等について

日本紫外線水処理技術協会

事務局長    浦 上 逸 男

1:20

⑥

我が国の水道行政
―歴史的検証

(社)日本水道工業団体連合会専務理事

元・厚生省水道環境部長

坂本 弘 道

12:10～ 13:30 1:20
昼 食 /説 明会②=於 :全国市町村水道機材センター内(全国町村会館西館2F)

最近の水道資横材の動向・説明会

13:30～ 14:50 li20

②

「水道施設の耐震化に関する検討会」報告

北海道大学公共政策大学院特任教授

(水道施設の耐震化に関する検討会座長)

員柄 泰 基

0:05 閉会

※なお講座内容 ・講師等につきましては当日変更になる場合がありますので、予めご了承ください。
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